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新たな防災気象情報の運用について 
 

 気象庁は、本年５月下旬（予定）から、新たな気象情報の運用を開始します。 

 新たな防災気象情報では、避難行動に対応した５段階の警戒レベルに整合させ、

大雨などの災害発生の危険度の高まりに応じて各情報が発表されます。これに伴い、

河川氾濫の特別警報が新たに開始されることや、警戒レベル４相当情報として危険

警報が運用されることなど、現行の大雨警報・注意報などの気象庁が発表する防災

気象情報が大きく変わります。 
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１．新たな防災気象情報 
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２．新たな防災気象情報のポイント 
 

情報へのレベルの付記 

⚫ 情報と対応する防災行動をより分かりやすくするため、情報名称にレベル

の数字を付けて発表されます。 

⚫ レベル３～５については、警戒レベル相当の情報ですが、分かりやすさ、

伝わりやすさを重視し、例えば、レベル３相当の大雨警報は、レベル３ 

大雨警報と発表されます。 

 

河川氾濫に関する特別警報の新設 

⚫ 河川氾濫に関する特別警報として、新たにレベル５氾濫特別警報の運用が

開始されます。 

⚫ レベル５氾濫特別警報は、洪水予報河川（斐伊川・神戸川）において、 

氾濫が差し迫った時に発表されます。 

 

レベル４相当情報としての「危険警報」の運用 

⚫ レベル４避難指示の発令等の目安となるレベル４相当の情報として、危険

警報の運用が開始されます。 

（土砂災害警戒情報⇒レベル４土砂災害危険警報 など） 

 

気象防災速報、気象解説情報の新設 

⚫ これまで「気象情報」としていた情報が、大きく２つに分類されます。 

⚫ 線状降水帯による大雨発生など、極端な現象を速報的に伝える情報は「気

象防災速報」、気象状況を網羅的に解説する情報は「気象解説情報」として

発表されます。 

（顕著な大雨に関する気象情報⇒気象防災速報（線状降水帯発生）など） 

（全般台風情報⇒気象解説情報（台風第〇号）など） 

 

３．市民への周知 

⚫ 広報いずも４月号 

⚫ 市ホームページ、出雲市防災情報サイト、いずも防災メール 

⚫ ポスター（気象庁及び県作成）の掲示 

⚫ 防災出前講座、各種イベント など 


